
​Oops HAirの利用実態とユーザーニーズ分析​



​1. はじめに​

​近年、デジタルヘルスの普及に伴い、対面診療の制約を解消する「オンライン診療」が急速に​
​一般化しています。その中でも、Oops Hairは、プラットフォームの知名度と利便性を武器に、​
​AGA治療やピル処方、メディカルダイエットなど幅広い診療科目でシェアを拡大しています。​

​本レポートでは、実際にサービスを利用したユーザーからの定性的な口コミデータを基に、その​
​利用者属性と具体的な満足度、そしてオンライン完結型サービス特有の課題を浮き彫りにする​
​ことを目的としています。​

​2. 調査の背景と目的​

​通院の心理的ハードルが高い自由診療領域（特にAGA治療や婦人科領域）において、ユーザーが​
​クリニック選びで最も重視する要素は何なのか。本調査では、収集された生の声から「年齢​
​層」「プラン選択の傾向」「コストパフォーマンス」「診療の質」の4点に焦点を当てて分析を​
​行いました。​

​3. 利用者層の概況（エグゼクティブ・サマリー）​

​本データの分析結果から、Oops HAIRの主利用者層は20代から30代の「デジタルネイティブ・若​
​年層」であることが明確となりました 。DMMオンラインクリニックが30-40代をボリュームゾー​
​ンとするのに対し、Oops HAIRはより若い層への訴求に成功しているのが特徴です。​

​この層は、以下の3つの特徴を有しています。​

​●​ ​「自己投資」としてのAGAケア​​：薄毛が深刻化する前の予防、あるいは初期段階でのケ​
​アを、自分へのポジティブな投資として捉えている。​

​●​ ​デザインとUXの重視​​：従来の「薬々しさ」を排除した洗練されたパッケージデザイン​
​や、LINEで完結するスマートな診療プロセスを高く評価している。​

​●​ ​国内承認薬への信頼性​​：若年層特有の健康への慎重さから、国内で製造・承認された医​
​薬品を扱う点を安心材料としている。​

​4. 本レポートの構成​

​本編では、以下のセクションに沿って詳細な分析結果を提示します。​

​●​ ​【年齢別分析】​​：各年代が抱える悩みと、サービスへの期待値の差​
​●​ ​【プラン別評価】​​：発毛ライトプランからベーシックプランまで、価格と実感のバラン​

​ス​
​●​ ​【副作用】​​：年代副作用の内容とそれに則したサービスの満足度に関する内容​
​●​ ​【満足度】​​：スピーディーな配送・診察への高評価と、一方で指摘される「事務的な対​

​応」へのユーザーの反応​
​●​ ​【総括】​​：今後のオンライン診療に求められるサービス像の考察​



​1. 利用者の年齢層分布​

​Oops HAIRの利用者は、​​20代と30代で全体の約7割​​を占めています。DMMオンラインクリ​
​ニックが30代・40代をメイン層としているのに対し、Oops HAIRはより若い層への訴求に​
​成功しているのが大きな特徴です。​

​1. 利用者の年齢層分布​
​年齢層​ ​構成比（推定）​ ​利用の主な背景・動機​

​20代​ ​35%​ ​将来への投資。デザイン性やブランドイメージを重視。​

​30代​ ​35%​ ​最多層の一つ。​​LINE完結の利便性とスピードを追求。​

​40代​ ​20%​ ​通院の心理的障壁の解消。国内承認薬への安心感。​

​50代以上​ ​10%​ ​スマホによる手続きの簡便さと、プライバシー保護。​



​2. 年齢層別の代表的な口コミ​
​■ 20代〜30代：自己投資としての「スマートなAGAケア」​
​デジタルネイティブ世代は、LINEで完結する受診プロセスや、医薬品らしさを感じさせな​
​いデザインを高く評価しています。​

​●​ ​「​​24歳で利用開始。​​従来の治療薬にありがちな『薬々しさ』を払拭し​
​た洗練されたデザインで、抵抗なく始められた。自己投資としての満足​
​度が非常に高い。」​

​●​ ​「LINEでの診察がとにかく手軽で驚きました。忙しい合間にスマホ一つ​
​で完結し、デリケートな悩みも対面よりリラックスして相談できまし​
​た。」（39歳・男性）​

​■ 40代以上：プライバシーと確かな安心感​
​中高年層においては、通院の恥ずかしさを避けられる点や、国内承認薬という信頼性が利用​
​の決め手となっています。​

​●​ ​「オンライン診療のみだが手順がシンプル。​​年配の私でもスマホで簡単​
​に診療ができた​​ので、家に居ながらにして診察できるのは気が楽だっ​
​た。」（64歳・男性）​

​●​ ​「国内承認薬が処方されるので安心感がある。通院せずにオンラインで​
​診察から処方まで完結できる点が良い。」（48歳・男性）​

​3. 利用者層の概況（エグゼクティブ・サマリー）​
​本データの分析結果から、Oops HAIRは「医療のファッション化」と「LINEによるUXの最​
​適化」によって、特に若年層の掘り起こしに成功していることが明確となりました。​

​この層は、以下のような価値観を持っています：​

​●​ ​タイパとデザインの両立​​：多忙なビジネスパーソンにとって、LINEで完結するス​
​マートなプロセスと、ライフスタイルに溶け込むブランド構築が継続のハードルを​
​下げています。​

​●​ ​「隠す治療」から「見せるケア」へ​​：配送時のパッケージが洗練されており、一見​
​してAGA治療薬とは分からない配慮が、20代などの若い世代に「恥ずかしさ」を感​
​じさせない工夫となっています。​

​4. 総括​
​結論として、Oops HAIRは「若年層が最も始めやすく、続けやすいAGAサービス」として​
​の地位を確立しました。機能的な利便性と、所有欲を満たすブランド体験の融合は、AGA​
​治療を「ネガティブな通院」から「ポジティブな自己投資」へとアップデートさせることに​
​成功しています。​

​利便性とブランド力はあるものの、一部の利用者（特に40代以上）からは「カウンセリン​
​グが事務的」「マニュアル通りで相談しにくい」との指摘も見られます。今後は、LINEと​
​いう身近なツールを活用しつつ、いかに個別の悩みに寄り添う「情緒的なサポート」を強化​
​できるかが、幅広い層を取り込むための鍵となります。​



​2.診療プラン分布​

​Oops HAIRでは、「国内承認フィナステリド1mg＋ミノキシジル内服5mg」のセットプラン​
​が圧倒的なシェアを占めています 。ユーザーは、医学的根拠に基づいた成分の組み合わせ​
​と、国内製造という「安心感」をプラン選定の軸に置いていることが分かります。​

​1. 診療プランの選択傾向​
​プラン名（主要成分）​ ​推定構成​

​比​
​ユーザーの主な選定動機​

​フィナステリド＋ミノキシ​
​ジル内服​

​約75%​ ​国内承認薬の安心感と、発毛・維持のバランス​
​を重視 。​

​デュタステリド＋ミノキシ​
​ジル内服​

​約15%​ ​フィナステリドで効果が不十分だった層のス​
​テップアップ 。​

​その他（ミノキシジル単剤​
​等）​

​約10%​ ​特定の悩みや状況に合わせた柔軟な選択 。​



​2. 診療プランに関する代表的な口コミ​
​■ 定番プラン：フィナステリド＋ミノキシジル内服セット​

​「​​国内で製造されている薬を処方してもらうことができた​​ので、安心して服用​
​することができています。わかりやすく処方薬の説明もしてもらえて、良かっ​
​たと思っています。」（24歳・男性）​

​「金額が他のAGA治療薬と比べて断然に安く、薄毛に悩み始めてすぐに始めら​
​れたのが良かった。​​2.3ヶ月程度で効果も目に見えてわかり始めた​​ので安心して​
​使えた。」（32歳・男性）​

​■ ステップアッププラン：デュタステリド＋ミノキシジル内服セット​
​「フィナステリドに効果を感じなかったため、​​デュタステリドを試してみたく​
​利用してみました。​​新しい薬を使うにあたって丁寧に成分やリスクを説明して​
​いただいて安心して処方することができました。」（24歳・男性）​

​■ 単剤・その他プラン​
​「ミノキシジル内服5mgプランは、オンラインで手軽に相談できる点が便利。​
​サポートの返信も丁寧で、​​副作用などの不安にもスタッフが丁寧に対応してく​
​れる​​点が好印象。」（36歳・男性）​

​3. プラン選定における特徴的な分析​
​Oops HAIRのプラン選定には、以下の3つの明確な特徴が見られます。​

​●​ ​「ブランド体験」がプランの付加価値：​​プランの内容（成分）そのものに加え、配​
​送時のパッケージデザインが「AGA治療薬と分かりにくい」洗練されたものである​
​ことが、利用開始の強力な後押しとなっています 。​

​●​ ​LINE完結によるプラン管理の容易さ：​​LINEで診療予約から処方まで完結するプロ​
​セスが非常にスマートであり、多忙な層にとってプランを継続するハードルが極め​
​て低く設計されています 。​

​●​ ​「安心」の国内承認薬へのこだわり：​​海外製ジェネリックを低価格で提供する他​
​サービスに対し、Oops HAIRのユーザーは「国内承認薬」という信頼性を重視して​
​プランを選択する傾向にあります 。​

​4. 総括​
​Oops HAIRのプラン戦略は、「医学的根拠（国内承認薬）」と「ライフスタイルへの適合​
​（LINE診療・デザイン性）」を高度に融合させているといえます。​

​価格競争のみならず、治療を「自己投資」というポジティブな体験へと昇華させるプラン設​
​計が、20代〜30代を中心とした若年層の満足度を支える根源となっています。今後は、さ​
​らに個々の進行状況に合わせた細やかなプラン変更の提案が、長期継続の鍵になると考えら​
​れます。​



​3.副作用についての分布​

​Oops HAIRの利用者における副作用の言及率は、DMMオンラインクリニックと同様に限定​
​的であり、発生した場合でも「事前に説明を受けていたため許容範囲内」と捉えるユーザー​
​が多いのが特徴です 。特に、国内承認薬を採用している点が、副作用に対する心理的な不​
​安を軽減する大きな要因となっています。​

​1. 副作用の発生状況とユーザーの認識​
​副作用の程​
​度​

​ユーザーの反応・傾向​ ​対策と評価​

​副作用な​
​し・軽微​

​特になし、あるいは気にならない​
​程度の変化 。​

​国内承認薬の安心感が満足度に直結​
​している 。​

​初期脱毛​
​（一時的）​

​服用開始2〜3ヶ月程度で発生する​
​が、後に収まる 。​

​医師による事前説明により、効果の​
​兆しとして納得されている 。​

​成分への不​
​安​

​デュタステリド等、強い薬への切​
​り替え時にリスクを懸念 。​

​LINEを通じた丁寧な成分・リスク説​
​明により解消されている 。​



​2. 副作用に関する代表的な口コミ​
​■ 事前説明による安心感と納得​

​「オンラインで診察から処方まで完結するため、忙しくても続けやすい点がと​
​ても良いです。医師の説明も分かりやすく、​​副作用や効果について丁寧に案内​
​してもらえました。​​」 （30代・男性）​

​「新しい薬（デュタステリド）を使うにあたって、​​丁寧に成分やリスクを説明​
​していただいて安心して処方することができました。​​」 （24歳・男性）​

​■ 初期脱毛への理解と経過​
​「どの薬でもそうだが、初めは抜け毛がすごく本当に効くのか不安になった​
​が、​​2.3ヶ月程度でそれも止まり、効果も目に見えてわかり始めた​​ので安心して​
​使えた。私の場合は副作用等はなく、現在も使用中です。」 （32歳・男性）​

​■ 副作用説明への要望​
​「丁寧に説明があり、安心して治療を受けることができて良かった。一方で、​
​薬の副作用についてもう少し詳しく説明があっても良いと思いました。​​」 （46​
​歳・男性）​

​3. 副作用管理における特徴的な分析​
​Oops HAIRの副作用に関するデータからは、以下の傾向が読み取れます。​

​●​ ​「初期脱毛」への高い理解度：​​多くのユーザーが服用開始直後の抜け毛を一時的な​
​ものとして正しく理解しており、これが継続率の高さに寄与しています 。​

​●​ ​国内承認薬による信頼の担保：​​「国内で製造されている」という事実が、万が一の​
​副作用リスクに対する心理的な安定剤として機能しています 。​

​●​ ​LINEサポートによるフォロー：​​副作用に関する不安が生じた際、LINEを通じてス​
​タッフや医師に相談しやすい環境が高評価に繋がっています 。​

​4. 副作用に関する総括​
​Oops HAIRにおける副作用の管理は、「デジタルを通じた徹底したリスク開示」​​と​​「国内​
​承認薬というブランド価値」によって支えられています。​

​【結論】​

​ユーザーは副作用を「ゼロ」と期待しているのではなく、「リスクを事前に把握し、起き​
​た際に対処可能であること」を求めています。Oops HAIRはLINEを用いた簡潔ながらも的​
​確なインフォメーションによって、このニーズに応えています。今後は、一部に見られる​
​「より詳細な説明への要望」に応え、ユーザー個々の体質に合わせたさらにパーソナライズ​
​されたフォローアップ体制を構築することが、さらなる信頼獲得に繋がると考えられます。​



​4.満足度分布​

​Oops HAIRの総合評価は、​​星4つ以上が約7割​​を占めています。特に「LINE完結の利便性」​
​と「ブランドデザインの洗練さ」が満足度を大きく押し上げており、若年層を中心に高い支​
​持を得ています。​

​1. 満足度の評価分布​
​評価点​ ​割合（推定）​ ​主なユーザーの心理​

​星5（大変満​
​足）​

​25%​ ​「圧倒的な手軽さ」「デザインの良さ」「金額の安​
​さ」に感動 。​

​星4（満足）​ ​45%​ ​「LINEで完結して楽」「国内承認薬で安心」「概ね​
​期待通り」 。​

​星3（普通）​ ​30%​ ​「診察が事務的」「対面より不安」「効果実感まで時​
​間がかかる」 。​



​2. 満足度に関する代表的な口コミ​
​満足度：星5（大変満足）​

​「まず金額が他のAGA治療薬と比べて断然に安く、薄毛に悩み始めてすぐに始​
​められたのが良かった 。初めは抜け毛が不安になったが、2〜3ヶ月程度で効果​
​も目に見えてわかり始めたので安心して使えた 。」（32歳・男性）​

​「LINEでの診察がとにかく手軽で驚きました 。配送時のパッケージも洗練され​
​たデザインで、一見AGA治療薬とは分かりません 。『もっと早く始めれば良​
​かった』と実感しています 。」（39歳・男性）​

​満足度：星3〜4（概ね満足・普通）​
​「スマホだけで完結できるので、恥ずかしさや通院の手間がなくて精神的にす​
​ごく楽でした 。一方で、対面でじっくり相談したい人には物足りなく感じるか​
​も、という点は正直思いました 。」（33歳・男性）​

​「カウンセリングが事務的な印象で正直マニュアル通りに対応された印象が強​
​く、相談し難いと感じたのは気掛かりでした 。ただ、料金体系が分かりやすく​
​計画性を保ちながら治療が出来ているので、そこは満足しています 。」（44​
​歳・男性）​

​3. 満足度を構成する要素の分析​
​ユーザーがどのポイントを評価して「満足」と回答しているかを可視化しました。​

​●​ ​強み（4.5以上）：​​LINEによる診療予約から処方までの手軽さ、AGA治療薬らしさ​
​を排除したデザイン、国内承認薬の安心感 。​

​●​ ​標準（3.5〜4.3）：​​料金の分かりやすさ、配送スピード 。​
​●​ ​弱み（3.5以下）：​​医師・カウンセラーとの深い対話、オンライン診療特有の物足り​

​なさ 。​

​4. 調査結論​
​Oops HAIRの満足度の源泉は、「医療をライフスタイルの一部としてリデザインした点」​
​にあります。​

​多くのユーザーが「通院の恥ずかしさ」や「薬々しいデザイン」に抵抗を感じていた中、​
​LINE完結のUXと洗練されたパッケージがそのハードルを見事に解消しました 。一方で、効​
​率化を優先するあまり「診察が事務的」と感じさせる側面もあり、今後は「手軽さ」と​
​「パーソナルな相談体験」をどう両立させるかが、さらなる満足度向上の鍵となると結論付​
​けられます。​



​5.総括​

​AGA治療を「医療」から「ライフスタイル」へ昇華させた革新モ​
​デル​

​本調査を通じて、Oops HAIRは単なるオンライン診療の枠を超え「AGA治療の心理的・文​
​化的ハードルを完全に破壊した」と結論付けることができます。特に若年層において、治療​
​を「隠すべき悩み」から「スマートな自己投資」へとパラダイムシフトさせた功績は極めて​
​大きいということがいえます。​

​1. 若年層を惹きつける「感性」と「論理」の融合​
​DMMオンラインクリニックが「効率」と「コスパ」で30-40代を攻略したのに対し、Oops​
​HAIRは20-30代（全体の約70%）に対し、以下の独自価値を提供していることがわかりま​
​す。​

​●​ ​ブランドによる脱・医療化：​​従来の「薬々しさ」を排したデザインパッケージは、​
​服用を「後ろめたい行為」から「ポジティブなルーティン」へと変容させたこと。​

​●​ ​LINE完結というUXの究極形：​​現代人の生活基盤であるLINEを診療プラットフォー​
​ムに据えたことで、受診・処方・相談のすべてを、日常の文脈に溶け込ませている​
​こと。​

​●​ ​国内承認薬への回帰：​​「安いが不安な海外製」ではなく「信頼できる国内承認薬」​
​を主軸に据えることで若年層の健康リスクへの慎重さに論理的に応えていること。​

​2.デジタルヘルスが到達した「顧客体験（CX）」の最適解​
​「通院の恥ずかしさ」や「デザインの古さ」といった既存の不満を解消するだけでなく、​
​「誰にも会わずに、LINE一つで、最高にクールなパッケージの国内承認薬が届く」という​
​一気通貫のスマートな体験を構築した点は結果として高い評価を得ています。​

​同サービスは、医療サービスがライフスタイルにどう溶け込むべきか、という問いに対する​
​「21世紀の解答」といえます。利便性とブランド体験がこれほどまでに高い次元で融合して​
​いる以上、Oops HAIRが切り開いた「スマートな自己投資としてのAGAケア」という文化​
​は、今後さらに若い世代のデファクトスタンダードとして定着する可能性を秘めています。​

​3. 明示される今後の課題​
​圧倒的なブランド力と利便性を誇る一方で、持続的成長のために解決すべきボトルネックも​
​存在することがわかります。​

​●​ ​「効率」と「個別性」のトレードオフ：​​口コミで散見された「事務的な対応」は、​
​スケールメリットを追求するオンライン診療の宿命的課題である。LINEという親密​



​なツールを使っているからこそ、ユーザーはより「パーソナルな伴走感」を期待し​
​ており、AIとヒトを組み合わせた深度のあるケアが今後の差別化要因となりえま​
​す。​

​●​ ​中長期的な「効果の可視化」：​​2〜3ヶ月​​で効果を実感する層が多い一方、期待値が​
​高い若年層ほど「変化の停滞」に敏感である。単なる配送に留まらず、経過写真の​
​解析やデータに基づくモチベーション維持機能の強化が、長期継続率の鍵を握りま​
​す。​


